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第３号議案  2014 年度 活動計画と予算 
 

2014 年度 活動計画 
自 2014 年 4 月 01 日 至 2015 年 3 月 31 日 

 

JSPE は会員が専門技術を通じて国際的な工学基準の認識および理解をし、高度の倫理基準をもって公

共の安全・健康・福祉・財産を守る活動を支援することを目的として2000年に設立され、これまで活動を行っ

て参りました。 

2014 年度は 2013 年度の活動成果と課題を踏まえ、次の方針に沿って活動を展開することとします。 

 

1. 会員の交流拡大 
Facilitated networking of member engineers 

2. PE制度とその精神の日本での普及定着  
Domestic recognition of PE licensure system 

3. 当会としての発信力向上 
Enhancement of JSPE activity 

 

１について、今年度は Engineering Ethics(工学倫理)、プロジェクトマネジメント、エネルギーの質 等に関す

る CPD セミナー及びエンジニアサロンを開催するとともに、昨年度実現したセミナー生中継配信の増加、外

部機関見学会の再開などにより会員間交流をさらに活性化させ、会員の満足度を高めることを目指します。  

 

２について、PE 制度を会内外のより多くの方々に知って頂くため、秋と春の PE 受験登録セミナーを継続して

開催するとともに、出前 PE セミナーの開催を各教育機関、企業、地方公共団体などへ働きかけます。 また

2012 年に会員限定で発行した「日本人のための PE ハンドブック」の内容を改訂し、一般の方にも販売する

ことを検討します。さらに、米州 PE 登録の際に求められる NCEES シラバス評価について、日本の工学教育

実態と ABET 基準とを踏まえて適切なシラバス英訳をアドバイスする会員向け支援サービスを開始します。 

 

３について、当会ウエブサイトの会員限定コンテンツを充実させ、役員のみならず会員自らも所属組織内外

に対して PE制度に関する情報発信を行うことを促すとともに、課題である国内の各種技術者資格制度と PE

制度との接点を見いだす活動を役員が率先して行うこととします。これらの結果として会員数を現在より約 1

割多い 400 名とすることを目指します。 

 

なお、現在当会の活動目的は国際協力、社会教育の推進、保健医療福祉の増進、環境保全の 4 項目と定

款で定義しておりますが、上記活動を行った結果として NPO 法別表が規定する他の活動目的も加えるべき

かどうかについても検討していきたいと考えております。 

 

今年度も会員諸氏の絶大なるご理解ご協力をお願い申し上げます。 

 

  


